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バルノック PMについて(8)

〔CSM配合(1))

バルノック PM(N, N1-mーフェニレンジマレイミド）

は， CSM(クロロスルホン化ボリエチレン）の MgO1 
PER/1 TRA加硫におけるスコーチ防止剤兼加硫助剤と

して作用し，また CSMの加硫剤（マレイミド架橋）と
しても有効である， CSM(MgO/PER/TRA加硫）に対

するスコーチ防止剤としての性能については，先に
(No, 284, No. 288)紹介し，耐スコーチ性の向上ととも

に，加硫物の引張応力及び耐圧縮永久ひずみ性が向上す
ることを述べた，今回から， CSMの加硫剤としてのパ

ルノック PMの加硫性能及ぴ加硫物性について紹介す
る，

CSMのバルノック PMによる加硫物（マレイミド架

橋）は，耐圧縮永ひずみ性及び耐熱性に非常に優れてい
る， CMSのバルノック PMによる加硫は，架橋開始剤

としてノクラック AWのようなアミン化合物が必要で

あり，架橋開始剤がないと架橋は起こらない（図 1). ま
た，加硫中に生じる HCI,S02ガスの捕捉剤として水酸

化カルシウムの添加が必要であり，加硫性能（加硫速度，

トルク）も良好となる（図 1)'
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ンジアミン系，ノクラック AD,CDのようなジフェニ
ルアミン系の老化防止剤や，ノクセラー DM及び CZ
のようなチアゾール系及びスルフェンアミド系加硫促進

剤は，架橋開始剤としての能力は小さい（図 2).
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キュラストメータm,160°0 

図 1 CSMのバルノック PM加硫（マレイミド加硫）

配合） CSM 100, 軽質炭酸カルシウム 50, 酸化

チタン 35, 

サンノック 2, 加硫系（図中に示す）

一般に， CSMのマレイミド加硫は，パルノック
PM(3 phr), ノクラック AW(2phr), 水酸化カルシウ

ム4phr)の組合せが推奨されている，また，架橋開始剤

として，ノクラック AWのほか， n-フやチルアルデヒト

アニリン， N,N'ージフェニルエチレンジアミンなどが
知られている 1)2), 上記以外に，ノクラック810-NA,6 

Cなどのアルキルーアリールーp-フェニレンジアミン系，

ノクラック TBTU(チオウレア系），ノクラック MB,
MMBなどのベンゾイミダゾール系の老化防止剤や，ノ

クセラー D(グアニジン系），ノクセラー EUR(チオウレ

ア系）などの加硫促進剤も架橋開始剤となる（図 2). し
かし，ノクラック DPのようなジアリールーpーフェニレ
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キュラストメータ m,160°0 

図 2 CSMのバルノック PM加硫における活性剤の効

果
配合） CSM 100, 軽質炭酸カルシウム 50, 酸化

チタン 35, サンノック 2, 

水酸化カルシウム 4, バルノック PM 3, 

活性剤試料 2 

また， CSMの白色配合ゴムでは，ノクラック AWな

どの着色性のある架橋開始剤は不向きであるが，ノクラ
ック MB,MMBは非着色性の架橋開始剤として白色配

合ゴムに好適である（ただし，加硫物の引張応力はノク

ラック AWに比べて小さい）．
今回は， CSMのマレイミド加硫の配合実験例とし

て，黒色配合例（実験 1)及び白色配合例（実験 2)につ
いて，実験データ（ムーニースコーチ及びキュラスト

メータ試験結果）を紹介する．
実験 1の黒色配合例では，架橋開始剤として，ノクラ

ック AW,N,N'ージフェニルエチレンジアミンがスコー

チタイム及び加硫速度ともバランスの取れた加硫性能を

示すことがわかる（表 1). また，実験 2の白色配合例で
は，架橋開始剤となるノクラック MB,MMBの加硫性

能を示した．ノクラック MB,MMBは， ノクラック

AWに比べ，加硫度及び加硫速度は劣っているが（表
2), 加硫ゴムの着色性は AWより小さい．次回は，引

き続き加硫物性，圧縮永久ひずみ，耐熱性について紹介

する．
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紹 介

〔実験 1. 黒色配合例〕
1・2 配合 クロロスルホン化ポリエチレン 100,SRFブラック 50

ァロマ系オイル 10, サンノック 2,加硫系（表 1中に示す）

1・2 ムーニースコーチ及びキュラストメータ試験

表1

ムーニースコーチ， ML-1(125°C) キュラストメータm,160°0 

加硫系( ) phr 
Vm ts t35 

MHF 
t',(10) t',(90) 〔N・m〕

1. Mg0(4)+PM(3)+AW(2) 33 7.0' 23.9' 4.J 2.5' 17' 

2. Ca(OH)b)+PM(3)+AW(2) 30 8.2' 17 .51 4,3 2.5' 12' 

3. II (4)+ II (3)+224(3) 29 9,31 29.9' 4.1 3' 16.51 

4. II (4)+ 11 (3)+ 6C(2) 27 10.8' 33, 7' 4.5 5' 26.5' 

5. " (4)+ 11 (3)+DPED*1(2) 26 11.5' 14, 7' 4.7 1.5' 7' 

6. II (4)+ 11 (3)+MMB(2) 31 7.9'26,3' 3.4 2'11'  

7. Mg0(4)+PER*2(3)+TRA(2) --心-. --幽~ ~ ——-------—-------------------···-··-· ------------心一｀ぃ•~ •~ ―-----------------幽~ ー＊~疇--------
31 9, 7' 17.8' 4.1 1.5'. 8' 

8, II (4)+ II (3)+ 11 (2)+PM(1) 29 10.9' 30,1' 4.3 2' 12' 

実験 No1~6はマレイミド加硫，実験 No7~8はMgO/PER/TRA加硫
*1 N,N'ージフェニルエチレンジアミン •2 ペンタエリスリトール

〔実験 2. 白色配合例〕

2・1 配合 クロロスルホン化ボリエチレン 100,軽質炭酸カルシウム50
酸化チタン35, サンノック 2 加硫系（表 2中に示す）

2・2 ムーニースコーチ及びキュラストメータ試験

表2

ムーニースコーチ， ML-1(125°0) キュラストメータ ill, 160°G 

加硫系( ) phr 
Vm t, t35 

MHF 
t'c(10) t'<(90) 〔N・m〕

1. Ca(OH)2(4)+PM(3)+AW(2) 50 9,11 40,3' 4,6 4' 101 

2. II (4)+ II (3)+MB(2) 44 10.3' -47_5• 3,0 4' 13.5' 

3. II (4)+ II (4)+MB(2) 44 9.91 49.6' 3.5 5' 171 

4. II (4)+ II (3)+MMB(4) 47 7 .81 26.5' 3.9 3'9.5' 
幽-----------------------------------------------. 幽---鳴--鳴幽鳴--... --喩-----鳴--鳴.喩~ 喩・・-・--喩--------・ 雫-- - -・.---

5. Ca(OH)b)+PER'2(3)+TRA(2) 41 11.2' 24.5' 2.8 2.5'8,5' 

6, Mg0(4)+PER*2(3)+TRA(2) 45 9.61 17.4' 5.4 2' 11' 

実験 No1~4はマレイミド加硫，実験 No5~6はPER/TRA加硫
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図3 キュラストメータ (m型）加硫曲線， 160°C(実

験 1の黒色配合例）
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図4 キュラストメータ (m型）加硫曲線， 160℃（実験 2

の白色配合例）
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